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１．基本方針
新たに整備する健康増進施設では、市民の健康づくりに向けた“気づきの支援”・“きっ
かけづくり”の拠点となり、更には、社会課題の解決策を考える民間企業と市民をつな
ぐ、健康づくりに関する共創の拠点を目指すものである。
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基本コンセプト

セカンドライフも見据えたヘルスケアタウンの創生

・平日 メインターゲット＝高齢期：フレイル予防 … フレイルチェック、フレイル測定
・休日 メインターゲット＝青・壮年期：健康づくりの習慣化、受診率の向上 … 歩行測定、健診結果の指導等

◆視点① 日・時間帯によるメインターゲットの変更

・拠点に来所するきっかけ（目的）を設定 ⇒ 測定（見える化）、専門職による助言、ポイント制度
・拠点でないとできないことは実施しない ⇒ ジム器具は設置しない

◆視点② 拠点から地域・個人展開

・企業、団体による定期的なセミナー、展示会、交流会
・健康経営の充実

◆視点③ 官民連携、民民連携を促進



２．健康増進施設の機能
【目的】

• 気軽に自分の「健康度」を知ることで、健康意識を醸成

• 健康づくりに時間の取りにくい世代を中心に、日常生活の中で健康になれる方法を普及啓発

• 官民問わず、実践されている健康に関する情報発信
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誰もが気軽に「健康度」をチェックでき“気づき”、健康づくりを始める“きっかけ”を提供する拠点

◆身体の状態、活動量が測定でき、それぞれに合った取組みを助言

• 様々な機器で健康度をチェック（住友理工㈱のフレイル測定、体組成計など）

… 買い物ついでに「拠点」へ

住友理工フレイルチェックシステム 買い物リハビリテーション

身体の状態測定及び健康相談



２．健康増進施設の機能
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◆『体験型』栄養システムを活用した栄養指導

• ICチップ内蔵の実物大のサンプルにより、食生活の問題を見える化

• 日替わり専門職相談ブーズ（栄養（管理栄養士）・運動（健康運動指導士、理学療法士等）・口腔ケア（歯科衛生士））

… 食生活栄養指導の充実・身近な健康相談窓口

食生活・栄養測定及び栄養相談

専門職（運動・栄養・口腔ケア）による相談会



２．健康増進施設の機能
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◆健康づくりの無関心層への“きっかけ”を提供

• 日常生活の中で、中強度の歩行（速歩）をする習慣化に向けた意識啓発

• 美姿勢、膝・腰痛、肩コリの改善など働き世代、子育て世代の不調に

特化したプログラムを展開

…気軽に取り組め、自然と健康になれる取組みの発信

◆健康に関するイベントを開催

• 定期的な健康づくりに関するイベントや講座の開催

• 一部フリースペースを活用し、市民同士の交流や企業等と連携したイベントの実施 … 誰かと一緒に健康づくり

◆活動の励みとなるポイント事業の推進

• 健康いきいきポイントの受付

• ウォーキングアプリalkoの登録支援 … 健康づくりのきっかけ・励み

中之条研究



３．施設のイメージ
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